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韓
国
啓
明
大
学
と
の
姉
妹
校

協
定
調
印
が
意
味
す
る
も
の

国
際
セ
ン
タ
ー
委
員

去
る
平
成
十
八
年
十
二
月
十

八
日
、
韓
国
大
耶
市
に
あ
る
啓

明
大
学
本
部
に
お
い
て
福
岡
大

学
と
啓
明
大
学
と
の
間
に
姉
妹

校
協
定
締
結
が
調
印
さ
れ
た
。

こ
の
調
印
に
際
し
て
、
十
二
月

十
七
日
に
は
岩
崎
宏
医
学
部
長
、

守
山
正
樹
公
衆
衛
生
主
任
教
授
、

坂
田
則
行
国
際
セ
ン
タ
ー
委
員

お
よ
び
深
水
一
敏
部
長
が
韓
国

大
耶
市
に
赴
き
、
啓
明
大
学
医

学
部
の
教
職
員
と
交
流
し
た
。

こ
の
調
印
を
契
機
に
こ
れ
ま
で

の
韓
国
啓
明
大
学
と
の
交
流
が

新
た
な
段
階
に
発
展
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ま
と

看
護
学
科
新
設
に
あ
た
っ
て

医
学
部
看
護
学
科

こ
の
度
、
長
い
道
の
り
を
経

ま
し
て
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
付
け
で
医
学
部
看
護
学
科
が

新
設
さ
れ
、
三
月
二
十
六
日
に

看
護
学
科
棟
竣
工
記
念
式
典
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

一
重
に
学
長
や
副
学
長
、
大
学

内
外
の
関
係
者
の
皆
様
方
、
特

に
医
学
部
長
の
岩
崎
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
医
学
部
教
授
会
や

諸
先
生
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
九
年
度
の
看
護
系
大
学
は
当

大
学
を
含
め
て
一
五
八
の
大
学

設
置
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
看
護
学
科
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

緊
張
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
が
、
紙
面
を
お
借
り
し
て

看
護
学
科
に
つ
い
て
、
若
干
ご

紹
介
申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。

な
お
、
看
護
専
門
学
校
か
ら
の

看
護
学
科
へ
の
経
緯
、
設
置
構

想
の
理
念
と
目
標
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
学
部
同
窓
会
誌

（鳥

帽
子
会
）
に
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
の
で
、
看
護
学
科
の
準

備
状
況
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
、
学
生
受
け
入
れ
の
準
備
状

　

況
四
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

入
学
者
選
抜
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
大
学
組
織
に
組
み
込

ま
れ
て
の
最
初
の
入
学
者
選
抜

で
あ
り
、
入
試
セ
ン
タ
ー
を
始

め
積
極
的
な
広
報
活
動
の
も
と
、

寺

崎

　

明

美

十
二
月
二
十
三
日
の
推
薦
入
試

は
、
二
十
名
の
定
員
に
一
五
八

名
の
優
秀
な
学
生
推
薦
の
応
募

者
が
あ
り
ま
し
た
。

二
月
八
日
、
十
一
日
の
一
般

入
試
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
十

名
の
定
員
に
七
八
八
名
の
応
募

者
が
あ
り
、
初
年
度
と
し
て
は
、

ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し
を
致
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は
、
福

岡
県
内
に
看
護
系
大
学
一
～
二

校
が
設
置
予
定
と
聞
き
及
ん
で

お
り
ま
す
。
県
内
十
に
及
ぶ
看

護
系
大
学
の
競
争
激
化
を
征
す

る
た
め
に
は
、
学
生
や
第
三
者

に
よ
る
評
価
を
よ
り
良
い
も
の

に
導
く
必
要
が
あ
り
、
将
来
を

見
据
え
た
看
護
学
科
の
理
念
・

目
標
・
特
徴
が
生
か
せ
る
教
育

め
た
。

一
、
啓
明
大
学
の
概
要

啓
明
大
学
は
韓
国
第
三
の
都

市
、
大
耶
市
に
あ
り
、
医
学
、

看
護
学
部
を
含
め
二
十
の
学
部

と
十
三
の
大
学
院
を
擁
す
る
私

立
総
合
大
学
で
あ
る
。
約
一
、

○
○
０
名
の
教
職
員
が
働
き
、

在
学
生
は
約
二
八
、
０
０
０
人

で
、
う
ち
医
学
部
生
は
約
五
〇

〇
人
（
一学
年
定
員
八
十
人
）

で
あ
る
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
市
郊
外
に
あ
る
が
、
医
学
部
、

看
護
学
部
、
病
院
は
市
の
中
心

部
に
位
置
し
て
い
る
。
医
学
部

と
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
開

坂

田

　

則

行

通
し
た
ば
か
り
の
地
下
鉄
で
結

ば
れ
て
い
る
。
医
学
部
の
前
身

ｏ
ｏ品
格
口医
療
院
は
、
韓
国
で

最
古
の
洋
式
病
院
の
一
つ
で
あ

り
、
米
国
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団

に
よ
り
一
八
九
九
年
に
設
立
さ

れ
た
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

二
０
○
○
年
度

守
山
正
樹
公
衆
衛
生
主
任
教

授
が
中
心
と
な
っ
て
、
福
岡
大

医
学
部
三
年
生
が
啓
明
大
医
学

部
四
年
生
と
の
間
で
医
療
や
医

学
教
育
全
般
に
関
す
る
意
見
交

換
し
、
八
月
に
は
大
耶
市
で
交

流
し
た
。

二
〇
〇
一年
度

福
岡
大
学
の
社
会
医
学
系
を

中
心
に
三
名
の
教
員
が
大
邸
市

を
訪
れ
、
啓
明
大
学
医
学
部
の

予
防
医
学
教
室
の
実
習
に
参
加

し
た
。

二
〇
〇
二
、
二
〇
○
三
年
度

福
岡
大
公
衆
衛
生
学
教
室
を

中
心
に
二
名
の
教
員
が
啓
明
大

医
学
部
四
年
生
に
対
し
て
授
業

を
行
い
、
交
流
し
た
。

二
〇
〇
四
年
度

二
〇
〇
五
年
二
月
に
啓
明
大

医
学
部
五
年
生
四
名
が
一週
間
、

福
大
病
院
で
福
岡
大
の
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
消
化
器
内
科
と

小
児
科
の
臨
床
実
習
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
度

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
支
援
を
受
け
、
二
〇

〇
六
年
一
月
に
啓
明
大
医
学
部

五
年
生
九
名
が
教
職
員

（の
べ

五
名
）
と
共
に
来
福
し
、
二
週

間
の
臨
床
実
習
を
お
こ
な
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
度

二
〇
〇
六
年
五
月
に
福
岡
大

医
学
部
六
年
生
十
名
が
教
職
員

（の
べ
五
名
）
と
共
に
大
耶
市

を
訪
れ
、
啓
明
大
医
学
部
で
一

週
間
の
臨
床
実
習
を
経
験
し
た
。

二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
啓
明
大

医
学
部
五
年
生
五
名
が
二
週
間
、

福
大
病
院
で
福
岡
大
の
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
内
科
を
中
心
に

七
つ
の
診
療
科
で
臨
床
実
習
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
交
流
の
経
緯
を

年
表
式
に
ま
と
め
た
。
こ
の
よ

う
に
、
両
校
の
医
学
生
交
流
は
、

基
礎
医
学
部
門
か
ら
臨
床
実
習

で
の
交
流
へ
と
進
化
し
、
さ
ら

に
今
回
の
姉
妹
校
協
定
締
結
へ

と
発
展
し
、
新
た
な
段
階
に
入

っ
た
訳
で
あ
る
。

三
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

第

一
に
、
日
本
と
よ
く
似
て

い
て
、
同
時
に
や
や
異
な
る
文

化
を
も
つ
韓
国
の
医
療
の
現
状

に
触
れ
る
こ
と
で
、
日
常
診
療

か
ら
看
護
に
至
る
ま
で
の
医
療

全
般
に
関
連
し
て
、
さ
さ
や
か

な
発
見
が
積
み
重
な
り
、
学
生

の
医
師
に
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
医
学
英
語
の
単
語

を
一

　

つ
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、

自
ら
の
世
界
が
確
実
に
広
が
る

こ
と
を
体
感
し
た
こ
と
。
片
言

の
英
語
を
介
し
て
、
韓
国
の
学

生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
で
、
「楽
し

い
緊
張
感
」
や
自
ら
の
能
力
を

高
め
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分

へ
の
信
頼
と
行
動
力
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
信
と

経
験
は
、
福
大
生
に
と
っ
て
国

際
化
へ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
得
が
た
い
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、

韓
国
医
学
生
の
礼
儀
、
マ
ナ
ー

に
触
れ
る
こ
と
で
、
福
大
生
が

医
学
を
学
ぶ
過
程
で
の
礼
儀
や

マ
ナ
ー
の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し

さ
に
自
ら
気
づ
い
て
く
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ

れ
教
職
員
を
含
め
、
啓
明
大
学

の
学
部
全
体
の
対
応
に
大
変
好

感
を
も
ち
、
今
後
も
こ
の
事
業

を
継
続
し
た
い
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
姉

妹
校
協
定
締
結
に
も
結
び
つ
い

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、
今
後
の
展
望

医
療
、
看
護
、
福
祉
の
分
野

は
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
る
。
福
岡
大
学
と
し
て
も
、

体
制
や
全
体
の
資
質
を
高
め
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
致
し
て
お

り
ま
す
。

二
、
看
護
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

　

ム
大
学
審
議
会
の
大
学
改
革
推

進
テ
ー
マ
で
あ
る
個
性
が
輝
く

看
護
学
科
と
し
て
、
課
題
と
し

て
の
教
育
研
究
の
高
度
化
、
高

等
教
育
の
個
性
化
、
組
織
運
営

の
活
性
化
の
方
向
性
を
探
り
な

が
ら
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
思
考
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

か
で
も
、
高
等
教
育
の
個

性
化
は
、
九
学
部
の
総
合
大
学

の
特
徴
を
存
分
に
生
か
し
た
教

養
教
育
と
の
体
系
的
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
が
可
能
で
、
学
際
的
・

総
合
的
な
授
業
科
目
や
現
代
社

会
の
諸
課
題
に
関
す
る
授
業
科

目
、
実
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
の
情
報
処
理
教
育
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
代
若
者
像
に
対
崎
し

た
看
護
の
専
門
性
を
考
え
ま
す

と

「人
間
の
尊
厳
や
人
間
存
在

を
倫
理
・

哲
学
す
る
」

人
間
形
成

の
教
養
科

目
を
、
よ

り
学
習
効

果
を
上
げ

　　　　　　

ふ
群
＝．－曹

る
た
め
襖

　　　　

ー
ー
「晒
一睡
‐慰

形
に
四
年

　　　

戦
痴
↑型

次
に
位
置

　　　　

盤
豊
額
－掴
』

づ

け
る
な

　　　　　

警１
ー
川ユー園
一
蹴
１

　　　　　　　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　
　　
　

ど
、
今
後

の
カ
リ
キ

ユ
ラ
ム
改

訂
等
で
検

討
を
重
ね

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

　　　　　　　　　　

主
観
．

　
　
　

　　

　
　

つ
き
ま

し

　　　　　　　

１
琵
を
：

て
は
、出
来
る
だ
け
多
く
の
医
学

科
の
先
生
方
に
、
授
業
へ
の
関

　

の

わ
り
に
ご
協
力
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
学
生
を
通
し
て
看
護
学
へ

の
造
詣
を
深
く
し
て
頂
け
る
の

　

ー

で
は
な
い
か
と
期
待
致
し
て
お

り
ま
す
。

した「医学部看護学科棟」
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十し新

専
門
科
目
で
は
看
護
は
実
践

の
科
学
で
あ
り
、
文
科
省
が
各

大
学
に
最
も
注
目
し
て
い
る
「到

達
目
標
を
掲
げ
て
の
学
生
の
個

別
的
看
護
実
践
能
力
の
育
成
」

と
い
う
課
題
に
如
何
に
取
り
組

む
か
は
難
題
で
あ
り
ま
す
。
学

生
数
四
〇
〇
名
対
教
員
の
マ
ン

パ
ワ
ー
体
制
を
含
め
て
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
教
員
の
教
育

研
究
業
績
の
資
質
向
上
と
合
わ

せ
て
、
完
成
年
度
以
降
、
文
科

省
視
学
委
員
に
よ
る
、
最
も
外

部
評
価
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

看
護
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る

地
域
・
国
際
化
が
叫
ば
れ
、
国

際
看
護
学
が
独
立
科
目
と
し
て

位
置
づ
い
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

国
際
交
流
の
推
進
、
大
学
院
教

育
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
四
月
に
は
歴
史
あ

る
看
護
学
科
の
第
一
回
生
が
、

春
欄
漫
の
な
か
ロ
マ
ン
に
胸
膨

ら
ま
せ
て
入
学
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
輝
き
が
よ
り
切
瑳
琢

磨
さ
れ
「キ
ラ
リ
と
光
る
看
護
」

に
結
び
つ
く
様
な
、
教
育
環
境

作
り
を
心
が
け
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
何
卒
、
医
学
科
の
諸

先
生
方
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
ア
ジ
ア

圏
を
中
心
に

文
化
系
分
野

　　

．
盗

　　　　　　　　

掘

で
の
交
流
が

　　　

，

，

　　　　　　　　　　　　

田

進
め
ら
れ
て

　　

粁
敏
一ヤ
タ

　　　　　　　　

坂

い
る
。
し
か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４

　　

長

し
、
医
学
、

　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　

学

医
療
分
野
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大

　
　
　

　

　
　

　

　　　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

鎮

え
な
い
。
今

　　　　　　　　　　　　

ー

　　　

、

　　

李

回
の
啓
明
大

　　　　　　　　

．
聾
唖
‘▲
▼

′

長

学
と
の
姉
妹

　　　　　

ぷ
蝋
遵

　　　　　　　　　　　　

副
長

校
協
定
締
結

　　

さ

瀦

　　　　　

１
酬擬

に
よ
り
、
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学
事

の
専
門
分
野

　　　　

葛

　　　　　　　　　　　

：
大
部

で
の
交
流
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明
学

さ
ら
に
発
展

１

　　　　　　　　　　

鱈
枢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

博
深

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　
　
　
　
　

　

　

　　　　　　

　

　

期
待
さ
れ
る
。

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　

ら
教

　

臨
床
研
修

Ｅ
ｉ
主

　　　　　　　　　　

勧
紬

教
育
（ロ
三
．

　　
　

　

　
　
　　
　

Ｗ
か巳

の
一
貫
と
し
て
、
両
校
の

　

部
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
な
ど
ラ

医
学
部
五
、
六
年
生
が
互
い
の

　

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
福
祉
の
分

臨
床
教
育
現
場
に
組
み
込
ま
れ

　

野
で
の
専
門
教
育
や
現
場
を
通

た
形
で
臨
床
実
習
を
経
験
し
、

　

し
た
交
流
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

交
流
す
る
。
互
い
の
国
の
医
学
、

　

が
期
待
さ
れ
る
。

医
療
事
情
を
理
解
し
、
学
び
あ

　　

こ
の
交
流
の
目
的
は
、
異
な

Ｇ
う
こ
と
で
、
医
学
、
医
療
に
対

　

る
民
族
、
文
化
を
背
景
と
す
る

醐
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
、

　

医
学
部
生
同
士
が

『医
師
に
な

晒
感
性
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

　

る
』
と
い
う
明
確
な
目
的
意
識

州
医
学
部
教
職
員
の
間
で
は
、
研

　

の
も
と
で
、
互
い
の
臨
床
教
育

鞭
究
者
の
交
換
交
流
、
共
同
研
究
、

や
医
療
現
場
を
共
有
し
、
医
学
、

鰯
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
な
ど
を

　

医
療
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

鯛
行
い
、
両
校
の
国
際
化
に
貢
献

　

見
方
、
考
え
方
を
学
び
、
国
際

繍
し
て
い
く
こ
と
が
も
と
め
ら
れ

　

的
感
覚
を
身
に
つ
け
た
医
師
を

恥
て
い
る
。
さ
ら
に
、
互
い
の
地

養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

鰍
域
医
療
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

　

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
福

姻
て
両
校
の
教
職
員
、
同
窓
生
を

　

祉
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
分
野

獅
中
心
に
交
流
し
、
地
域
に
も
開

　

で
の
交
流
に
発
展
さ
せ
、
グ
ロ

棚
か
れ
た
交
流
へ
と
発
展
さ
せ
る
。

ー
バ
ル
な
見
方
、
感
性
を
有
す

繍
当
面
は
医
学
部
間
で
の
交
流
が

　

る
様
々
な
専
門
職
を
育
成
す
る

胴
中
心
と
な
る
が
、
で
き
る
だ
け

　

こ
と
で
あ
る
。

鵬
早
い
時
期
に
看
護
学
科
、
薬
学

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

医儒学＝－－ユースズ



平成１８年１０月１日付けで本学へ赴任、 または
昇格された方に自己紹介をしていただきました。

鍋
島

　

一樹

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

早
い
も
の
で
前
任
地
の
宮
崎

医
大
よ
り
福
岡
大
学
病
院
へ
赴

任
し
て
こ
の
一
月
で
丁
度
四
年

四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
昭
和

五
十
六
年
の
宮
崎
医
大
卒
業
以
来
、

米
国
留
学
期
間
を
除
い
て
は
南

国
宮
崎
で
の
生
活
で
し
た
の
で
、

赴
任
当
初
は
青
空
の
少
な
い
冬

の
空
と
寒
さ
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

も
う
随
分
と
慣
れ
ま
し
た
。

福
大
病
院
は
臨
床
の
先
生
方

と
の
交
流
の
し
易
い
気
風
が
あ
り
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
脳
腫
癌
、

肺
癌
、
乳
癌
、
乳
腺
画
像
、
肝

組
織
、
皮
膚
病
理
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
参
加
し
て
い
ま
す
。
個
々
の

症
例
の
背
景
と
共
に
臨
床
医
の

知
り
た
い
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
く
貴
重
な
場
で
す
。
同
時
に

病
理
か
ら
の
要
望
を
お
伝
え
す

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
着
任
早
々

に
臨
床
の
先
生
よ
り
戴
い
た
「連

携
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

お
互
い
を
評
価
す
る
厳
し
さ
は

持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

言
葉
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

医
療
の
高
度
化
、
多
様
化
に
伴

う
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

腎
、肝
、肺
の
移
植
に
伴
う
拒
絶

反
応
の
診
断
、
出
嘩
の旨
巻
２
月

病
診
断
や
乳
癌
の
ー日
ｂ
治
療
に

お
け
る
凍
結
切
片
で
の
ア
セ
チ

ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
染
色
、

２
白
）口
染
色
等
で
す
。
臨
床
の

先
生
方
と
協
力
し
て
技
術
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

殊
に
拒
絶
反
応
診
断
に
お
い
て

は
技
師
諸
氏
の
努
力
が
大
き
く
、

独
自
の
方
法
で
現
有
の
器
材
を

用
い
て
、
固
定
法
や
時
間
設
定

を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
約

二
時
間
で
の
標
本
作
成
を
可
能

に
し
ま
し
た
。
一
千
万
円
ほ
ど

す
る
迅
速
標
本
作
成
機
よ
り
も

美
し
い
標
本
で
し
た
。
時
間
外

へ
の
対
応
も
含
め
て
技
師
諸
氏

の
プ
ロ
意
識
に
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
病
理
部
は
臨
床
医
学

と
し
て
の
病
理
診
断
の
実
践
の

場
で
す
。
病
理
診
断
の
正
確
さ
、

迅
速
さ
の
み
な
ら
ず
、
臨
床
医

と
の
情
報
交
換
と
協
調
も
重
要

な
一
部
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
て
今
後
も
と
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
は
癌
の
浸
潤
転
移
機
構

が
大
学
院
以
来
一
貫
し
た
テ
ー

マ
で
す
。
病
理
組
織
で
の
観
察

に
基
づ
い
て
、
癌
細
胞
の
移
動

に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
細
胞

レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
む
し
ろ
集

団
で
の
移
動
が
基
本
だ
と
考
え
、

８
言
ユ
ー目
聾
讐
ｏｂ
６
ｇ
）
と
い

う
概
念
を
提
唱
し
て
、
そ
の
モ

デ
ル
作
成
を
通
じ
て
機
序
の
解

明
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

赴
任
以
来
、
臨
床
の
先
生
方
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
、
モ
デ
ル

か
ら
得
ら
れ
た
細
胞
接
着
制
御

因
子
あ
の
鑑
Ｖ－の
高
発
現
が
食
道

癌
、
卵
巣
癌
、
大
腸
癌
に
お
い

て
独
立
し
た
予
後
因
子
と
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
肺
癌

の
組
織
学
的
検
討
か
ら
、
微
小

乳
頭
状
パ
タ
ー
ン
を
示
す
癌
の

リ
ン
パ
管
侵
襲
の
過
程
に
も
小

集
塊
で
の
Ｏ
ｇ
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
院
生
諸
氏
と
の
仕
事
で
す
。

着
任
以
来
、
菊
池
副
学
長
、
岩

崎
医
学
部
長
の
温
か
な
ご
指
導

の
も
と
、
諸
先
生
、
同
僚
諸
氏
、

技
師
諸
氏
、
大
学
院
生
諸
氏
の

協
力
の
お
蔭
で
病
理
部
、
教
育
、

研
究
で
の
仕
事
を
進
め
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
こ
こ
ろ
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
初
心
に
戻

っ
て
さ
ら
に
精
進
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

‐，「
　

　

　　
　

　
　

衛
生
学
助
教
授

　　　　

谷
原

　

真
一

平
成
十
八
年
十
月
一
日
付
け

で
福
岡
大
学
医
学
部
衛
生
学
教

室
の
助
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
私
は
平
成
四
年
に
岡
山

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
岡
山

大
学
衛
生
学
教
室
の
大
学
院
に

進
み
、
高
齢
者
の
死
亡
前
医
療

費
の
決
定
要
因
に
関
し
て
診
療

報
酬
明
細
書
を
分
析
す
る
こ
と

で
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
八
年
四
月
よ
り

自
治
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
、

平
成
十
三
年
一
月
よ
り
島
根
医

科
大
学
環
境
保
健
医
学
講
座
、

と
様
々
な
大
学
に
お
い
て
衛
生
・

公
衆
衛
生
領
域
に
お
け
る
研
究

と
教
育
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は

診
療
報
酬
明
細
書
を
用
い
た
地

域
に
お
け
る
保
健
事
業
の
評
価

で
あ
り
ま
す
。
平
成
十
四
年
度

よ
り
熊
本
県
国
保
連
合
会
の
「医

療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
健
康
づ

く
り
事
業
検
討
会
」
の
委
員
を

拝
命
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
は

九
州
が
主
な
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診
療
報

酬
明
細
書
は
貴
重
な
情
報
を
有

し
て
お
り
ま
す
が
、
制
度
及
び

技
術
面
で
の
制
約
か
ら
全
て
の

情
報
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内

閣
府
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
の
Ｉ
Ｔ
新

改
革
戦
略
で
も
診
療
報
酬
明
細

書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
分

野
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
循

環
器
疾
患
の
コ
ホ
ー
ト
調
査
、

乳
幼
児
の
事
故
予
防
対
策
、
地

域
に
お
け
る
健
康
施
策
策
定
な

ど
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

衛
生
・
公
衆
衛
生
分
野
は
長

期
間
の
追
跡
を
必
要
と
す
る
コ

ホ
ー
ト
調
査
が
主
な
研
究
手
法

で
あ
る
な
ど
、
臨
床
及
び
基
礎

医
学
と
は
異
な
る
特
性
を
有
し

て
お
り
、
医
学
以
外
の
専
門
家

と
接
す
る
領
域
も
多
く
、
社
会

医
学
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
費
適
正
化
や
医
師
確
保
対

策
な
ど
、
社
会
医
学
に
関
連
す

る
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
頻
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
近
年
の
医
師
国

家
試
験
に
お
い
て
社
会
医
学
領

域
の
出
題
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
、
こ
の
分
野
の
重
要

性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
研
究
、
教
育
、
地
域
貢

献
に
遇
進
し
、
微
力
な
が
ら
福

岡
大
学
医
学
部
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

産
科
婦
人
科
学
助
教
授

江
本

精

昭
和
五
十
九
年
福
岡
大
学
医

学
部
産
婦
人
科
教
室
に
入
局
し
、

同
研
修
医
、
福
岡
逓
信
病
院
、

福
大
病
院
医
員
を
経
て
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
病
理
学
の
大
学

院
で
菊
池
昌
弘
教
授
、
岩
崎
宏

教
授
の
ご
指
導
を
受
け
、
福
大

で
は
初
め
て
『婦
人
科
病
理
学
』

を
専
攻
と
し
た
研
究
・
診
断
に

携
わ
り
ま
し
た
。
典
型
的
な
開

業
医
の
長
男
で
あ
っ
た
私
に
と

っ
て
、
『医
学
』
は
常
に
受
け
身

で
あ
り
周
囲
か
ら
半
ば
強
要
さ

れ
る
学
問
で
し
た
が
、
学
生
時

代
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
『腫
癌
学
』

の
門
を
自
ら
く
ぐ
れ
た
こ
と
は

や
っ
と
自
分
の
人
生
が
始
ま
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
研

究
テ
ー
マ
は
謎
の
混
合
腫
癌
と

言
わ
れ
た
子
宮
癌
肉
腫
の
細
胞

形
態
学
で
、
が
ん
細
胞
が
肉
腫

細
胞
へ
変
化
す
る
事
実
を
培
養

系
で
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
、

こ
の
時
に

『が
ん
幹
細
胞
』
と

い
う
言
葉
を
初
め
て
意
識
し
ま

し
た
。

大
学
院
終
了
後
、
国
立
病
院

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
婦
人
科

レ
ジ
デ
ン
ト
を
一
年
間
済
ま
せ

て
、
産
婦
人
科
教
室
に
助
手
で

復
帰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
講
師

と
な
り
、
急
速
に
進
歩
す
る
画

像
診
断
、
と
く
に
超
音
波
カ
ラ

ー
ド
プ
ラ
に
よ
る
血
流
画
像
と

病
理
組
織
学
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
研
究
を
進
め
、十
年
前
か
ら
『血

管
新
生
』
と
い
う
近
年
の
生
物
学

当
教
室
の
最
も
大
き
な
特

徴
は
、
教
授
か
ら
医
員
ま
で

の
医
局
員
の
平
均
年
齢
が
約

三
十
二
歳
と
い
う
若
い
医
局

と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
外
来
で
は
十
名
の

医
師
が
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
間
新
患
数
は
七
〇
０

～
八
〇
〇
人
、
再
来
患
者
数

は
一
日
七
十
～
：
一〇
名
で

す
。
疾
患
は
、
統
合
失
調
症
、

気
分
障
害
、
不
安
障
害
が
主

体
で
す
が
、
最
近
で
は
小
児

う
つ
病
、
認
知
症
を
主
と
し

た
老
年
期
精
神
障
害
、
も
し

く
は
性
同
一
性
障
害
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
体

科
か
ら
数
多
く
リ
エ
ゾ
ン
依

頼
が
あ
り
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
外
来
の
初
診
の

約
二
十
％
は
リ
エ
ゾ
ン
で
す
。

平
成
十
八
年
四
月
に
は
麻
酔

科
、
内
科
、
薬
剤
部
、
看
護

部
と
共
同
で
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
回
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

西
別
館
に
は
開
放
が
四
十
二

床
、
閉
鎖
が
十
八
床
、
併
せ
て

六
十
床
の
ベ
ッ
ド
が
あ
り
ま
す
。

当
病
棟
は
比
較
的
母
性
的
な
環

境
を
か
も
し
出
し
て
お
り
、
良

性
の
退
行
と
お
も
わ
れ
る
場
合

は
そ
れ
を
妨
げ
な
い
と
い
う
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
臨
床
教

育
に
は
重
き
を
お
い
て
お
り
、

臨
床
経
験
三
年
目
ま
で
の
ス
タ

ッ
フ
に
は
オ
ー
ペ
ン
と
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
二
名
の

教
育
係
が
つ
き
、
週
一
回
定
期

的
に
指
導
し
ま
す
。

　

一
九
七
四
年
に
、
当
デ
イ
ケ

ア
は
国
内
初
の
大
学
病
院
デ
イ

ケ
ア
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
精
神
科
病
院
の
デ
イ
ケ
ア

に
比
べ
通
所
者
の
平
均
年
齢
が

若
い
と
い
う
の
が
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
統
合
失
調
症

を
中
心
と
し
た
患
者
様
が
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
のめ一や
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
復
帰
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、

お
弁
当
作
り
な
ど
の
職
業
訓
練

も
行
い
、
積
極
的
な
治
療
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
う
つ

病
や
広
汎
性
発
達
障
害
の
患
者

様
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
社

会
復
帰
率
は
四
十
％
に
上
り
ま

す
。研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
精
神
療

法
、
思
春
期
、
臨
床
精
神
薬
理

学
、
認
知
症
、
統
合
失
調
症
、

性
同
一
性
障
害
、
睡
眠
、
う
つ

病
の
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
教
室
員
で
分
担

執
筆
、
翻
訳
し
た
書
籍
が
相
次

い
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
愛
情

剥
奪
と
非
行
１
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト

著
作
集
、
米
国
精
神
医
学
会
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
コ
ン
ペ
ン
デ

ィ
ウ
ム
・
境
界
性
パ
↑
ソ
ナ
リ

テ
ィ
障
害
、
解
離
性
障
害
ー
新

現
代
精
神
医
学
文
庫
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
児
童
精
神
医
学
の
教
科

書
の
翻
訳
を
終
え
た
と
こ
ろ
で

す
。今

年
よ
り
、
前
期
臨
床
研
修

必
修
化
制
度
に
よ
り
当
科
に
も

す
べ
て
の
研
修
医
が
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

個
制
一

　

団
靴
｝

当
教
室
で
は
す
べ
て
の
研
修

医
に
対
し
て
十
六
時
間
以
上

の
ク
ル
ズ
ス
を
行
い
、
一
人

に
つ
き
三
人
の
上
級
医
ま
た

は
指
導
医
を
割
り
当
て
る
と

い
う
手
厚
い
研
修
制
度
を
採

っ
て
い
ま
す
。

教
室
の
雰
囲
気
は
、
比
較

的
若
い
先
生
が
多
い
た
め
に

自
由
で
活
発
な
雰
囲
気
で
、

休
み
時
間
に
は
笑
い
声
が
絶

え
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
経
験

不
足
な
と
こ
ろ
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
教
室
を
引
っ
張
る
若

手
の
医
師
は
、
不
安
を
感
じ

な
が
ら
も
新
た
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
、
全
員
が

一

　

つ
に
ま
と
ま
っ
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

　　

（医
局
長

　

浦
島

　

創
）

の
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
に
入
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

血
管
新
生
に
対
す
る
興
味
か
ら
、

平
成
十
二
年
か
ら
二
年
間
、
福

岡
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
英

国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
産
婦
人

科
学
・病
理
学
教
室
に
留
学
し
、

そ
の
分
子
病
理
学
的
研
究
に
携

わ
り
ま
し
た
。
英
語
と
米
語
の

違
い
、
さ
ら
に
英
国
南
東
部
の

ア
ク
セ
ン
ト
の
強
い
方
言
に
戸

惑
い
つ
つ
、
家
族
と
共
に
の
ん

び
り
と
暮
ら
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
は
不
便
な

が
ら
も
と
て
も
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
二
年
目
に
は
留

学
先
の
教
授
推
薦
を
受
け
、
同

大
学
の
セ
ン
ト
エ
ド
モ
ン
ズ
大

学
院
の
客
員
研
究
員
と
し
て
英

国
の
伝
統
的
な
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ

フ
を

一
年
間
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
英
国
留
学
中
に
日
本
学

術
振
興
会
の
日
米
が
ん
研
究
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
派
遣
研
究
員
に

採
用
さ
れ
、
三
ヶ
月
間
米
国
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
細
胞
生

物
学
と
同
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

総
合
病
院
外
科
病
理
学
で
研
究

と
病
理
診
断
に
携
わ
る
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。
短
期
間
で
は
あ

っ
て
も
、
家
族
を
イ
ギ
リ
ス
に

残
し
て
単
身
で
米
国
生
活
を
お

く
る
こ
と
に
な
る
う
と
は
想
定

外
で
し
た
。

帰
国
後
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
で
の
知
人
と
立
ち
上
げ
た

明
治
大
学
理
工
学
部
先
端
医
療

技
術
創
製
研
究
所
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
解
剖
学
立
花
教

授
と
の
超
音
波
治
療
の
研
究
に

力
を
入
れ
、
血
管
新
生
阻
害
を

ベ
ー
ス
に
し
た
新
し
い
が
ん
ド

ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
み
、
平
成
十

九
年
度
の
福
岡
大
学
総
合
研
究

チ
ー
ム
１
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
、
鞘
～
顎
年
代
の
ロ
ッ

ク

・
ク
ラ
シ
ッ
ク

（と
く
に
、

精
神
医
学
十 　
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⑦
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継

脳
神
経
外
科
学
助
教
授

仁
．
▲

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス 平成１９年（２００７年）３月１６日

生
ま
れ
は
高
知
県
で
す
が
、

高
校
卒
業
ま
で
長
く
山
口
県
下

関
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。
昭
和

六
十
年
福
岡
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
朝
長
正
道
前
教
授
の
脳

神
経
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。

入
局
後
は
福
岡
大
学
と
関
連
病

院

（福
岡
赤
十
字
病
院
、
白
十

字
病
院
、
佐
世
保
中
央
病
院
）

と
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
、

平
成
十
五
年
十
月
よ
り
講
師
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
多
く
の

先
生
方
や
医
療
従
事
者
の
方
々

と
知
り
合
う
こ
と
が
出
来
、
私

に
と
っ
て
は
貴
重
な

『行
っ
た

り
来
た
り
』
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
下
垂
体
病
変
と
小
児
脳
神

経
外
科
を
専
門
に
し
て
い
ま
す

が
、
入
局
当
初
よ
り
脳
腫
蕩
病

理
に
も
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

大
学
院
時
代
は
現
病
理
学
主
任

教
授
の
岩
崎

　

宏
先
生
の
軟
部

部
屋
に
居
候
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
大
学
院
修
了
後
、
８
電
ｏ

Ｒ
言
行
の
神
経
病
理
部
門
に
留
学

す
る
機
会
を
得
、
一
年
半
脳
腫

癌
病
理
標
本
や
可
巴
口
８
芦
品
と

の
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

脳
腫
癌
診
断
が
年
間
三
〇
〇
〇
件
、

耳
匝ヨ
２
Ｂ
扇
が
年
四
三
〇
例
と

そ
の
症
例
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

福
島
武
雄
教
授
の
ご
指
導
の

も
と
専
門
で
あ
る
下
垂
体
手
術

に
お
い
て
、
四
年
前
か
ら
口
唇

を
切
開
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
鼻
孔
よ
り
鼻
粘
膜
を
直
接

切
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り

入
れ
、
最
近
で
は
後
輩
と
と
も

に
内
視
鏡
下
の
手
術
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
下
垂
体
手
術

の
術
前
術
後
に
お
い
て
は
、
血

液
・
糖
尿
病
内
科
の
先
生
方
に

ご
相
談
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ

の
点
は
小
児
脳
神
経
外
科
に
お

い
て
も
同
様
で
、
小
児
科
、
形

成
外
科
、
神
経
放
射
線
科
の
先

生
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
他
科
の
先
生
方
と

の
連
携
を
益
々
深
め
共
同
研
究

が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

既
に
共
同
研
究
と
し
て
は
、
平

成
十
四
年
度
よ
り
本
学
理
学
部

化
学
科
の
李

　

相
男
先
生
と

の日
巴
喧
ｏ言
お
「
日
Ｂ
ｏｇ
命
○

の
深
部
悪
性
脳
腫
癌
へ
の
応
用

を
目
指
し
実
験
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
講
師
の
大
城
真
也

君
を
中
心
に
、

一
緒
に
一
２
『

のｂ
一門≦
Ｎに
よ
る
悪
性
脳
腫
癌
の
免

疫
治
療
を
行
い
、
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
新
し
い
分

野
を
開
拓
し
、
な
お
一
層
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導

」鞭
漣
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
講
師

　　　　

末
田

　

尚
之

　

一
九
九
四
年
福
岡
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
当
時
曽
田
教
授

の
主
宰
さ
れ
て
い
た
福
岡
大
学

耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
に
入
局
致

し
ま
し
た
。
二
年
間
の
研
修
を

終
え
た
後
、
九
州
が
ん
セ
ン
タ

ー
に
て
頭
頭
部
外
科
一
般
を
学

ぶ
一
方
、
研
究
面
に
お
い
て
は

神
経
耳
科
学
を
専
攻
し
内
耳
障

害
、
特
に
耳
嶋
に
つ
い
て
の
研

究
を
行
い
学
位
も
取
得
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
二
〇
〇
一

年
か
ら
の
二
年
間
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
西
の
州
都
バ
ー
ス
に

あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学

生
理
学
教
室
に
留
学
さ
せ
て
頂

き
、
主
に
モ
ル
モ
ッ
ト
を
用
い

た
内
耳
生
理
の
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
耳
嶋
の
一
因
と
も

考
え
ら
れ
る
鍋
牛
有
毛
細
胞
ー

聴
神
経
シ
ナ
プ
ス
に
お
け
る
自

発
放
電
の
研
究
に
従
事
出
来
、

様
々
な
知
見
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

は
日
本
の
約
二
十
倍
の
面
積
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
口
は

約
一／
七
程
度
で
非
常
に
ゆ
っ

た
り
し
た
所
で
す
。
中
心
部
以

外
に
高
い
建
物
は
な
く
人
々
の

気
質
も
穏
や
か
で
と
て
も
い
い

街
で
す
。
郊
外
で
あ
れ
ば
日
本

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
格

安
な
値
段
で
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
付
の
一
戸
建
て

が
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
定
年

さ
れ
た
日
本
人
の
方
の
移
住
も

比
較
的
多
く
、
私
も

「将
来
の

リ
タ
イ
ア
後
は
バ
ー
ス
で
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
面
に
お
い
て
は
が
ん
セ

ン
タ
ー
で
の
経
験
が
大
き
く
、

手
術
手
技
だ
け
で
な
く
疾
患
に

対
す
る
考
え
方
も
強
く
影
響
を

受
け
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
耳

鼻
咽
喉
科
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ー

な
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
手
術
も

あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
な
印
象

を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際

は
頭
頭
部
と
い
う
美
容
上
も
非

常
に
目
立
つ
部
分
を
扱
う
が
故
、

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
我
々
医

療
者
側
も
大
変
苦
悩
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
中
川

教
授
が
着
任
さ
れ
、
医
局
内
に

も
新
し
い
風
が
吹
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
魅
力
あ
る
教
室
を
作
り

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
自
分

が
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
日
々

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（（学位取得二；謙
次の方は、平成１８年１０月３日付けで福岡大学より医学博士を授与されました。
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涜田

　

義浩（病理学助手）
ＭＫ‐ｌｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｉｎｃａｒｃｉｎｏ］ｍａｏｆｔｈｅａｍｐｕｌｌａｏｆＶａｔｅｒａｓａｐｒｅｄｉｃｔｏｒ

ｏｆｉｍｐｒｏｖｅｄｐｒｏｇｎｏｓｉｓａｆｔｅｒｓｕｒｇｉｃａｌｒｅｓｅｃｔｉｏｎ

岩田

　　

敦（循環器科助手）
Ｌｏｗｅｒｌｅｖｅｌｏｆｌｏｗ‐ｄｅｎｓｉｗｌｉｐｏｐｒｏｔｅｉｎｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌｂｙｓｔａｔｉｎ

ｐｒｅｖｅｎｔｓｐｒｏｇｒｅｓｓｉｏｎｏｆｃｏｒｏｎａ量γｒｅｓｔｅｎｏｓｉｓａｆｔｅｒｓｕｃｃｅｓｓｆｕｌ

ｓｔｅｎｔｉｎｇｉｎａｃｕｔｅｍｙｏｃａｒｄｉａｌ

　

ｉｎｆａｒｃｔｉｏｎ

北島

　　

研（循環器科医員）
Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔｌｉｖｅｒｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｆ ｍｕｒｉｎｅａｐｏＡ‐ｌｕｓｉｎｇｖｅｃｔｏｒｓｂａｓｅｄ

ｏｎａｄｅｎｏ‐ａｓｓｏｃｉａｔｅｄｖｉｒａｌｖｅｃｔｏｒｓｓｅｒｏｔｙｐｅｓ５ａｎｄｌ

糟
Ａ

」

　
　
　

　
　
　

Ｅ廿ｅｃｔｓｏｆｃｙｃｌｉｃＡＭＰｏｎｔｈｅｆｕｎｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｃａｒｄｉａｃｇａＰｊｕｎｃｔｉｏｎ

嶋津

　

剛典（学外者）
Ａｐｒｏｓｐｅｃｔｉｖｅｓｔｕｄｙｏｆｔｈｅｐｒｅｖａｌｅｎｃｅｏｆｇａｓｔｒｏｅｓｏｐｈａｇｅａｌｒｅｎｕｘ

ｄｉｓｅａｓｅａｎｄｃｏｎｆｏｕｎｄｉｎｇｆａｃｔｏｒｓ．

鈴木

　

統久（学外者）
Ａ１ｔｅｒｅｄｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｆａｌｋａｌｉｎｅｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ（ＡＬＰ）ｉｎｔｈｅｌｉｖｅｒｏｆ

ｐｒｉｍａｒｙｂｉｌｉａｒｙｃｉｒｒｈｏｓｉｓ ＢＣ）ｐａｔｉｅｎｔｓ．

　

　
　

　　　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　

　　

　

園
加
平

　

券

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

新
軸
世
金

　

岡
Ｍ［ｕｌｔｉｃｙｓｔｉｃｕｔｅｒｉｎｅｃｅｌ▼ｉｃａｌｌｅｓｉｏｎｓ．Ｃａｎ ｍａｇｎｅｔｉｃｒｅｓｏｎａｎｃｅ

・ｍａｇｉｎｇｄｉ茸ｅｒｅｎｔｉａｔｅｂｅｎｉｇｎａｎｃｙｆｒｏｍ ｍａｌｉｇｎａｎｃｙ？

ＰｒｅｏＰｅｒａｔｉｖｅＥｘｔｒａｃｒａｎｉａＩＣａｒｏｔｉｄＡＬｒｔｅｒｙＥｘａｍｉｎａｔｉｏｎｗｉｔｈ

Ｕ１ｔｒａｓｏｎｏｇｒａＰｈｙｉｎＰａｔｉｅｎｔｓＵｎｄｅｒｇｏｉｎｇＣｏｒｏｎａｒｙＡＬｒｔｅｒｙＢｙＰａｓｓ

教
室
紹
介筑

紫
病
院
外
科

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
は
、

一
九
八
五
年
七
月
、
福
岡
大

学
医
学
部
の
第
二
教
育
病
院

と
し
て
福
岡
市
の
南
に
位
置

す
る
筑
紫
野
市
俗
明
院
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
時

代
に
俗
明
院
に
変
わ
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

元
々
、
こ
の
地
は
続
命
院
と

称
さ
れ
、
太
宰
府
政
庁
の
時

代
に
は
、
日
本
最
古
の
療
養

所
の
所
在
地
と
し
て
史
書
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
院
後
二
十
年
を
経
て
、

筑
紫
地
区
（筑
紫
野
市
、
春

日
市
、
大
野
掌
中
、
太
宰
府
市
）

の
中
核
病
院
と
し
て
発
展
途

上
に
あ
り
、
さ
ら
に
医
療
圏

は
福
岡
市
近
郊
ば
か
り
で
な
く
、

甘
木
、
朝
倉
地
区
、
日
田
市
、

佐
賀
市
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

当
病
院
は
、
大
学
病
院
と
い

え
ど
も
、臨
床
の
最
前
線
で
あ
り
、

豊
富
な
症
例
か
ら
培
わ
れ
て
き

た
臨
床
力
を
基
盤
に
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ケ
ア
か
ら
専
門
性
の
高

い
領
域
ま
で
、患
者
個
々
の
疾
病
、

背
景
に
見
合
っ
た
あ
た
た
か
い

医
療
の
提
供
と
、
広
い
視
野
を

持
ち
、
痛
み
の
わ
か
る
臨
床
医

の
育
成
を
一
つ
の
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

全
病
床
数
三
四
五
床
、
う
ち

外
科
六
十
床
。
内
容
は
消
化
器

外
科
を
中
心
と
し
、
呼
吸
器
、

乳
腺
が
あ
り
、
こ
れ
に
救
急
疾

患
が
含
ま
れ
ま
す
。
年
間
の
入

院
症
例
は
約
九
〇
〇
例
、
う
ち

約
五
十
％
が
悪
性
疾
患
で
す
。

施
設
と
し
て
は
中
規
模
で
あ
る

が
、
そ
の
利
を
生
か
し
て
、
各

診
療
科
の
連
携
は
密
で
あ
り
、

無
駄
な
時
間
を
は
ぷ
い
た
迅
速

な
横
断
的
医
療
を
可
能
に
し
て

い
ま
す
。
当
科
は
開
院
以
来
二

〇
〇
五
年
に
手
術
総
症
例
数
は

一
方
例
を
超
え
、
年
々
症
例
数

は
増
加
し
て
お
り
二
〇
〇
六
年

は
七
八
二
例
（前
年
六
六
七
例
）

で
し
た
。
特
色
の
一
つ
と
し
て

は
消
化
器
疾
患
に
は
消
化
器
内

科
・
放
射
線
科
と
の
連
携
に
よ

る
症
例
に
応
じ
た
治
療
を
行
う

こ
と
で
す
。
特
に
炎
症
性
腸
疾

患
の
症
例
は
国
内
有
数
で
あ
り
、

こ
の
分
野
で
の
治
療
は
国
内
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。
悪
性
疾
患

に
つ
い
て
も
ぬ
か
り
な
く
、
手

術
を
中
心
に
最
高
水
準
の
集
学

的
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
科
設
立
当
時
か
ら
の
理

念
の
一
つ
と
し
て
緩
和
医
療
・

終
末
期
医
療
（終
末
期
外
科
手

術
を
含
め
）
に
も
力
を
注
い
で

い
る
の
も
大
学
病
院
と
し
て
は

珍
し
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
さ
ら
に
地
域
医
療
に
重

点
を
お
い
て
い
る
た
め
、
当
科

の
医
局
員
は
月
に
二
～
三
回
の

救
急
当
直
が
義
務
付
け
ら
れ
、

主
と
し
て
内
科
・
外
科
な
ど
区

別
な
く
救
急
疾
患
に
対
応
す
る

た
め
、
良
性
疾
患
や
救
急
疾
患

の
症
例
も
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

以
上
よ
り
ま
さ
に
臨
床
の
最

前
線
で
高
度
専
門
医
療
、
地
域

医
療
、
緩
和
・
終
末
期
医
療
と

全
人
的
医
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
非
常

に
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
が
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
・
手
術

を
中
心
に
学
生
、
研
修
医
へ
の

指
導
と
外
科
専
門
医
の
育
成
に

日
々
、
楽
し
く
、
励
ま
し
あ
い

精
進
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
当

科
で
は
、
臓
器
・
疾
患
別
の
チ

ー
ム
分
け
は
し
て
お
ら
ず
、
幅

広
く
多
様
な
病
態
を
経
験
し
治

療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
っ
て
余
裕
を
も
っ
て
自
分
の

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
、
幅
広
い
対

応
力
を
も
つ
外
科
医
に
な
る
こ

と
を
自
負
し
て
い
ま
す
。

当
科
で
の
臨
床
研
修
は
厚
生

労
働
省
の
定
め
る
到
達
目
標
に

基
づ
き
、
高
度
専
門
医
療
に
対

す
る
学
術
的
興
味
を
持
ち
つ
つ
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
を
大
切
に

し
た
全
人
的
な
幅
広
い
診
療
能

力
を
身
に
付
け
、
特
に
患
者
ー

医
師
関
係
、
チ
ー
ム
医
療
に
重

点
を
置
き
、
緩
和
医
療
、
終
末

期
医
療
の
十
分
な
体
験
を
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
卒
後
研
修
は
卒
後
五
年

で
日
本
外
科
学
会
専
門
医
資
格

取
得
し
、
八
年
目
以
降
で
消
化

器
外
科
学
会
専
門
医
等
、
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
取
得
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
開

院
以
来
、
二
十
年
間
筑
紫
病
院

外
科
を
牽
引
さ
れ
た
有
馬

　

純

孝
教
授
が
二
〇
〇
六
年
の
春
に

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
二

見
喜
太
郎
外
科
部
長
（消
化
器

癌
外
科
治
療
・炎
症
性
腸
疾
患
）

を
中
心
に
河
原
一
雅
助
手

（消

化
器
癌
外
科
治
療
・鏡
視
下
手
術
）、

東
大
二
郎
助
手
（消
化
器
癌
外

科
治
療
・炎
症
性
腸
疾
患
）、
紙

谷
孝
則
助
手
（消
化
器
癌
外

科
治
療
・救
急
医
療
）、
関
克

典
助
手
（消
化
器
癌
外
科
治

療
）、
成
富
一哉
助
手
（消
化

器
癌
外
科
治
療
）、
大
東
浩
二

助
手
（呼
吸
器
外
科
治
療
）

の
ス
タ
ッ
フ
と
個
性
豊
か
な

若
い
医
員
が
一
丸
と
な
り
非

常
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い

医
局
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

今
後
、
我
々
は
筑
紫
病
院
、

福
大
病
院
の
み
な
ら
ず
地
域

医
療
の
発
展
に
役
に
立
つ
よ

う
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第５４回福岡大学医学会侍り第５４回福岡大学医学会例会報告
日

　

時／平成１９年３月７日（水）１７：００～１８：５０
場

　

所／医学部臨床大講堂ｉ： ロ

　　

ロロ

　　　　　

ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【進行】 集会幹事

　

岩本 隆宏

１． 開会の辞 集会幹事

　

岩本 隆宏
ロ． 会長挨拶

　

医学部長

　

岩崎

　

宏
ｍ． 講

　　

演

　

座長………岩崎

　

宏

　

講演１

　

麿松

　

賢治 （微生物・免疫学教授）

　　

「ＣＤＩ分子による生体防御：脂質を標的とした新しい免疫応答システム」

　

講演２

　

鹿瀬

　

伸一 （小児科学教授）

　　

「ヒトと同じ遺伝子異常を持つてんかんモデル動物」

　

講演３

　

松井

　

敏幸 （筑紫病院消化器科教授）

　　

「炎症性腸疾患診療の進歩と福岡大学筑紫病院」
Ｗ．福岡大学医学紀要第３３巻優秀論文賞授与式

　　

受賞者

　

前川

　

信一 （呼吸器・乳腺内分泌・小児外科学）

　　　　　　

永井

　　

宏 （精神神経科）

Ｖ．受賞論文の要旨講演

　

講演１

　

講演者…前川 信一

　

座長…白日

　

高歩

　　　

「ＰｎｅｕｍｏｎｅｃｔｏｍｙｆｏｒＮｏｌｒＳｍａｌＩＣｅｌＩＬｕｎｇＣａｎｃｅｒｌｍｐａｃｔＳ

　　　　　

ｓｕｒｖｉｖａｌ：ＡＣ０ｍｐａｒａｔｉｖｅ山ロａｌｙｓｉｓｏｆｓｋｊｐハ４ｅｔａｓｔ〕ａｓｉｓａｎｄ

　　　

Ｖｉｓｃｅｒａｌｐｌｅｕｒａｌｌｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔ」

　

講演２

　

講演者…永井

　　

宏 座長…西村

　

良二

　　　

「若齢期における大麻成分慢性投与による情報処理障害の発現

　　　

－若齢 マウス を用 いたＰｒｅｐｕｌｓｅｌｎｈｉｂｉｔｉｏｎの検討－」

　　　
　
　

　

　
　
　　

　　　

　
　

　

　

　

　
　

受
講
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Ｗ． 閉会の辞 集会幹事

　

岩本

　

隆宏
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１ １

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　　　　

平成１９年（２００７年）３月１６日

　　

（４）第 ５４ 号

ｒ二言；三瀦鴎際警輝馨醗評雫：三「でき至言‐驚き〆謙一誓言ｉ窄警Ｆｉｒ雑事．
′軍事雇竪琴再議

１． 賞の目的

　

福岡大学医学部、 病院および筑紫病院の研究活動を促進す

　

ることを目的とする。
２． 対

　　

象

　

対象とする論文は、 福岡大学医学部、 病院および筑紫病院

　

の研究活動にて作成され、 平成１８年１月から平成１８年１２月

　

に発表されたものとする。

　

論文の筆頭著者は本学会会員で、 論文発表時に年齢が４０

　

歳未満の者とする。

　

但し、 福岡大学医学紀要に掲載されたものは除く。
３． 応募方法

　

医学部各教室、 病院および筑紫病院各部門からの推薦論文

　

を２編以内（１人１編）を目安としてとりまとめ提出する（別

　

刷各３部を添付）。
４． 応募締切

　

平成１９年６月１１日（月）

５． 提 出 先

　

福岡大学医学会担当

　

大山

　　　　　　　　

（福岡大学医学部内

　

性Ｌ８０１－ｌｏｌｌ

　

内線３０２３）

６． 選考方法

　　

１） 応募された論文別刷を医学会評議員に回覧して、７～８

　　　

月に開催予定の評議員会において３編以内を選出する。

　　

２） 選出された論文の著者は、９～１０月に開催される福岡

　　　

大学医学会例会の席で各１５分間の講演を行う。

　　

３） 各講演を聴取した後に評議員および覇恵衆が投票を行う。

　　　

但し、 評議員の１票は聴衆の５票に該当する。

　　

４） 投票の結果により金賞１名以内銀賞２名以内を決定し、

　　　

医学部長が受賞者の表彰を行う。

　

５） 審査の結果は福岡大学医学会ニュースにて公示する。
７． 副

　　

賞

　

金賞は１０万円、 銀賞は５万円とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

優秀論文賞受賞者永井氏 （左から３番目）、前川氏 （左から４番目） を囲んで
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講座の新設および名称の変更についてのお知らせ
平成１９年４月１日付けで、３講座が新たに開設、また内科学教室各科の講座名および
診療科名が変更されます。 詳細は下記をご覧ください。

講座名

　　　　　　　　

－

　　　　

診療科名

旧 新 新

基礎系 （新 設） 再生・移植医学

臨床系

内科学第一 腫場・感染症・内分泌内科学
腫癌・血液・感染症内科

内分泌・糖尿病内科

内科学第二 心臓・血管内科学 循環器内科

内科学第三 消化器内科学 消化器内科

内科学第四 腎臓・勝原病内科学 腎臓・勝原病内科

内科学第五 神経内科学 神経内科・健康管理科

（新 設） 呼吸器内科学 呼吸器内科
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